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学校関係者評価委員会実施報告 

 

2022年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 町井 俊彦 （有限会社メディッシュフードサービス 代表取締役） 

② 檜山 知子 （地域密着型特別養護老人ホーム おがわ苑 卒業生 管理栄養士） 

③ 堀江 大志 （飛鳥未来高校奈良本校 教務課長） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2023 年 6 月 28 日（会場 辻󠄀学園栄養専門学校 2 階応接室大） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 

 

 



2022年度 学校法人 三幸学園 辻学園栄養専門学校 

 自己評価及び学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 佐藤 俊介 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 町井 俊彦 

 

1. 学校の教育目標 

三幸学園は、昭和60年の開校以来『技能と心の調和』を教育理念に掲げ、教育を展開してきた。ここでは、社

会への有益な職業人を数多く輩出することを目標に、“有益な職業人とは、専門的知識・専門的技術を十分持ち

ながら、常に変遷する社会に対し柔軟に対応するため日々研究・研鑽を続け、職業人としての使命感をしっかり確

立した人物”と定義し、心豊かな人間性を育む教育に注力している。 

この基本理念は、教職員に対しては、教職員手帳に明記し配布しているほか、全教職員が一同に集う「全体会

議」や全国の教職員が集まる研修会である「ビジョンミーティング」や「サマーセミナー」において理事長からの訓示

の中で繰り返し唱え、共有化を図っているものである。また、生徒に対しては、「入学式」や「スタートアッププログラ

ム」において、校長や教職員からの言葉として示すとともに、本校独自のカリキュラム「未来デザインプログラム」の

授業で使用する「夢のスケッチブック」に記載し周知を図っている。このほか、受験生、高等学校、保護者等に対し

ては、オープンキャンパス、高校訪問、保護者説明会などを通じて伝え、また、パンフレットに明記することにより学

内外の周知に努めている。 

 

2. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

前年度重点施策振り返り 

（1）コロナ対策の緩和段階における教育施策 

① 学校行事の通常実施（一部感染対策実施） 

② 対面授業とオンラインによる課題提出方法の併存化 

③ 教科会の継続したシステム強化（授業理解、教科間情報連携） 

 

（2）学生対応における教員の一体化 

 挨拶などの平素の社会習慣が身についておらず、また 3 年間、行事を一切経験していない生徒が多く見られ

る。本校の掲げる教育方針を実行するため、教員間における生徒情報の一体化を図り、統一した生徒指導を目

指した。また、教職員教育については継続実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.評価項目の達成及び取組状況 

（1）教育理念・目標 

① 課題 

学園としての理念・学校目標・育成人材像は明確なものになっており、生徒・保護者への周知は、毎年 4 月

のスタートアッププログラム及び保護者会等を通して行われている。2022年度も新型コロナウイルス感染防止の

観点から、保護者会においてはオンデマンドにて実施したが、視聴数から充分に伝えたとは言えないものであっ

た。教育理念を体感させる機会の実施が課題である。 

 

② 今後の改善方策 

ホームルームや日々の指導の中で、専門学校は「社会人育成の場」であることを理解させる。また、継続してプロ

グラムを実施することで学園理念の浸透を図る。さらに担任は、入学後や進級後等の早い時期において面談を通

して、生徒の抱える課題を把握し、教員がサポートしつつ、自ら克服できるような機会を設けていく。また、保護者

へ担任から連絡を取り、生徒の将来に向けて協力関係の構築し、生徒育成をより強固にすることを図るものとする。 

 

③ 特記事項 

教育理念から育成人材像をより体系化するべく、三幸学園のビジョンをふまえ、辻学園栄養専門学校におけ

るビジョンを「食を通じて、日本を明るく元気にする」と設定している。また、育成人材方針を「伝統に培われた技

術と心を高め、食文化を通じて社会に貢献できる人材」と設定し、全教職員及び生徒への浸透を実施している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

 「町井委員」 

  教育理念および目標についての報告頂いたが、特に問題は感じない。 

 

「檜山委員」 

 新入生保護者会について、対面ではなくオンデマンド開催となり、十分に教育理念の浸透ができなかったことは

残念である。コロナ緩和後の対面での保護者会運営について期待する。また、新入生保護者会では、生徒の栄養

士としての将来目標や卒業後の栄養士像が明確になるような教育を実施している旨の情報も発信頂きたい。 

 

「堀江委員」 

 新学期に 1回のみの保護者会実施では、保護者へ教育理念や目標を十分に浸透させることは困難である。保

護者会開催後も継続的に連携をとり、学園の理念や教育方針を浸透させることが重要である。 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 3 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4 



（2）学校運営 

① 課題 

全教員が、専門的な知識のみならず、学校運営、学校経営という視点で捉える意識を高め、より効率的に

運営できるような組織作りを引き続き行うこと。また、メンバー構成からも後進人材育成が喫緊の課題である。

また、非常勤講師との指導に関する意思疎通、意思統一が課題である。 

 

② 今後の改善方策 

全教員が互いにスキル向上、人材育成という観点を持ち校務をおこなう。報告、連絡、相談の意識を高め、

長期的に安定した事業運営と人材育成を計画して行動していく。また、全体会議、教科会にて非常勤講師と

意思共有の向上を引き続き行う。 

 

③ 特記事項 

定例会議、広報会議、運営会議など各種会議にて情報共有を行うと共に、学校運営に関する事項を全教

員が当事者意識を持ち、把握していく意識を高める。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

「町井委員」 

 円滑な学校運営の為には、非常勤講師との意思疎通が必須である。外来講師との教科会が円滑に進み、非常

勤講師と内勤職員が協力し、より良い学校運営ができる事を期待する。 

 

「檜山委員」 

 弊社においても、職員の人材育成や早期離職などの同様の課題はある。業務の基本である「報告・連絡・相談」

は毎朝のミーテイングを活用し、連絡漏れのないように努めている。OJT研修は教育を実施する人物の能力によ

って、人材育成結果に差が出るため、教育者(実施者)の選択は重要である。 

 

「堀江委員」 

 高等学校においても慢性的な人員不足である。本来ならば、自校においての新人教育が望ましいが、近年は新

人教育に力を入れるよりも、即戦力となる教員を採用する方向にある。また、一般企業での社会経験が乏しい新

人も多いため、他企業とタイアップして一般社会人としての研修を実施している。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 3 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 3 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 3 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 



（3）教育活動 

① 課題 

オンラインアプリケーション（グーグル クラスルーム）を利用した授業資料共有や課題提出管理を進めた。しか

し、アプリケーション操作に慣れていない生徒への操作説明にかける時間がやや不足した。また、オンラインを用い、

web 上で課題提出等のやり取りを行った結果、生徒との対面コミュニケーションの機会が減少するという課題が残

った。 

課外研修は未実施に終わった。生徒の関係性向上への対応が課題。集団給食を体験できる 2 年次の校外実

習はコロナ感染拡大防止の観点から、管轄の許可のもと学内開催を基本とした。また、希望者のみ受け入れ可能

な範囲にて学外実施することができた。次年度以降、学外受け入れを基本とした準備が必要。 

 

② 今後の改善方策 

操作方法のレクチャーを事前登校日等、早い段階で実施する。また、一方的な課題管理にならないように進め

る。計画的に給食会社様と連携して校外実習の準備に取り組むことが必要。 

 

③ 特記事項 

イオンリテール株式会社様との産学連携した商品開発を行った。お弁当、総菜、スイーツと幅広開発に関わり、

消費者目線を勉強する機会を得ることができ、教育的効果を高めることができた。また、関西 SDGs ユースアクシ

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
3 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
3 

授業評価の実施･評価体制はあるか 3 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 3 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 3 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
3 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
3 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 



ョン 2022に参加、学びを深めることと共に、コンクール参加への意識を高めることができた。 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

「堀江委員」 

 多くの小学校では既に何らかの教育アプリを使用しており、教育の ICT 化は高等学校現場が一番遅れをと

っているのが現状である。今後は ICT 教育を受けてきた小学生や中学生が高校へ進学し始める。また、文部

科学省も GIGAスクール構想の指針を進めているため、高等学校でも早急な ICT教育整備は必須となってい

る。ICT 導入をいかに効率的に進めるかだけでなく、タブレットを単に教科書の代わりとしてだけでなく、どのよう

に利用すれば教育効果が向上するのかを、職員も探求していく必要がある。現時点では、ICT 教育を活用し

た教育方法を模索している状態である。 

 

「檜山委員」  

 校外実習生を受け入れる立場としては、実習準備もあるため遅くとも実習の 2 ヵ月前には予定等を提供頂

きたい。また、校外実習の目的や学ぶべきことをしっかりと理解させたうえで、生徒を送り出して頂きたい。 

 

「町井委員」 

 弊社としては校外実習の受入れは歓迎する。弊社に入社した新人社員は、コロナ禍の生徒時代に校外実

習を経験しないまま就職している。彼らは現場の業務に慣れまるで大量調理に不安を感じていたようである。 

 

 



（４）学修成果 

① 課題 

対面授業へ移行してく年度であったが、退学率の上昇が顕著に見られた。入学した生徒の一部は、オンラ

イン型授業のみであった場合、行事への関わりが 3 年間一切無かったケースも確認され、コミュニケーション

能力向上機会が課題になった。 

また、卒業生の入社後の就業状況を把握し、事前に退職防止策を講じておくことも課題として考えられる。 

 

② 今後の改善方策 

退学率低減に向けて、コミュニケーション能力向上機会を増設することが重要である。ただ、押し付けにな

らないよう注意は必要。また、定期的に面談を行い、生徒が抱える問題を早期発見、教員定例会議にて情

報共有、解決を図ることも重要である。 

また、就職後早期の離職対策として、卒業前に担任からの将来に向けての講話機会を講じていく。 

 

③ 特記事項 

2022年度退学率 7.2％（2021年度 5.6％）／2022年度就職率  97.1％（就職希望者としての数値） 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

「檜山委員」 

多くの就職先では、栄養士や管理栄養士は少数しか在職しておらず、様々な業務を一人で担当せざるを得な

いのが現状である。結果的に業務過多になり、栄養士の離職に繋がるようである。離職を防ぐには、日頃より、他

施設の栄養士や管理栄養士との情報交換、監査等に備えて行政との連携など、横の繋がりを強化しておくことが

必要である。また、職場において問題発生時には、臨機応変に自分自身で解決できる能力を身につけておくことも

求められる。 

 

「町井委員」 

 離職率低下のためには、生徒時代と就職後のギャップを小さくすることが重要である。檜山委員の発言にもあっ

たように、多くの現場は栄養士が 1 名であるので、業務を円滑に進めるためには、他施設の栄養士同士の連携は

必須である。また、辻学園は同窓会システムもあるとのことで、卒業生同士の繋がりも離職率低下には期待できる。

特に、同世代の栄養士との繋がりは孤立感を回避するには良いと考える。 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

就職率の向上が図られているか 4 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 4 

退学率の低減が図られているか 3 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 



「堀江委員」 

高等学校において、コロナ禍により退学率の大きな変化はなかった。また、本校は入学希望者が多く、定員充

足率も高いため、入学試験を実施し生徒を選考している。これにより、入学する生徒の質が高くなっている傾向に

ある。入学試験実施以前は生徒自身の疾患や問題行動で退学する生徒が多かったが、現在は卒業への目的喪

失や学力不振の生徒のサポートに重点を置いて退学予防に努めている。 

 

「学年主任より」 

 本校の同窓会を介して、卒業生同士の繋がりが離職率低下に寄与できれば幸いである。また、現在の高等学校

への進学は、以前のような全日高校一択ではなく、通信制や単位制高校を選択することもできる。自分で学びを

デザインする高校生も多くなり、本校への入学者も通信制や単位制高校卒業者が増加する傾向である。本校にお

いても、時代に合った退学予防策を検討する必要性を感じている。 



（5）学生支援 

① 課題 

就職に関する支援として、引き続きキャリアマップ様のシステムを導入、就職情報の整理を進めた。また、

オンライン面接、履歴書のデジタル化も定着しており、ハード面、ソフト面、両方での対応が引き続き必要であ

る。卒業後の再就職支援については、来校時における都度対応となっているため、併せて整備が必要。 

 

② 今後の改善方策 

オンライン面談、履歴書のデジタル化対応の準備を行う。特にデジタル履歴書への移行は、基礎的な PC

スキルを確認される機会とも考え、レクチャーできる機会の調整を行う。 

 

③ 特記事項 

心理面で不安を抱える生徒を対応するためのカウンセリング室は継続運用しているが、希望者が増加傾

向にあり、今後の運用に大きな課題感がある。 

管理栄養士国家試験対策講座は、オンライン、オンデマンド運用から対面方式を含め運営変更を検討して

います。また、アンケート調査を実施し、さらなる改善を進めています。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

「堀江委員」 

 通信制高校は、生徒が毎日登校するわけではないため、全日制高校とは違った生徒とのコミュニケーションの取

り方や生徒支援が必要である。学校生活において教員が生徒を管理することはもちろん重要であるが、同時に、生

徒自身の自主性を妨げないよう注力する必要がある。 

 

「檜山委員」 

 学生支援や就職指導方法等の報告を頂き、自身の学生時代とは違った課題や問題があると感じた。引き続き、

時代やそれぞれの生徒にあった支援をお願いしたい。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 4 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 3 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の生活環境への支援は行われているか 3 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 4 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3 



「町井委員」 

 学生支援については在籍生徒だけでなく、卒業生についても実施頂きたい。特に就職後に離職した卒業生の再

就職サポートは重要である。就職支援にキャリアマップを導入しているとのことで、ぜひ効果的に運用頂きたい。ま

た、卒業生が管理栄養士対策講座開催についての情報収集を容易にできるシステム整備を望む。 



（6）教育環境 

① 課題 

校内施設の経年劣化が見受ける頻度が高くなり、修繕を計画的に行う必要性がある。 

大型の調理機器、実験機器などの入れ替え時期を迎えている。 

 

② 今後の改善方策 

施設設備の計画的な修理とそれに伴う予算確保し、授業等に影響が出ないように努める。 

校外実習については前記のように、校外実施を基本として調整を進める。 

海外研修については社会情勢を考慮しながら、計画を進める。 

 

➂ 特記事項 

生徒数の増加により、ロッカーなどの施設整備も定期的に行う必要がある。 

 

➃ 学校関係者評価委員会コメント 

「町井委員」 

 施設や設備の老朽化や半導体不足のため、機器修理や購入が困難である報告を頂いた。しかし、生徒に影響

が出ないよう、極力努力を頂きたい。また、就職後の職業ギャップを少なくするためにも、在学中に大量調理器具

の操作方法取得や使用する機会を増やして欲しい。 

 

「檜山委員」 

 学内の調理実習において、厨房機器の取り扱いを完全に理解させるには限界があると思う。自身としては、在籍

中で厨房機器の概要を学び、就職した現場で危機管理を行いながら、厨房機器の実践的な取り扱いを取得して

いくものと考えている。 

 

「堀江委員」 

 専門学校施設は専門技術を学ぶために、ある程度の施設や専門機器は必要である。教育に支障が発生するの

は問題であるが、施設設備の老朽化が入学者数に即影響を及ぼすことはないと考える。 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 4 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 3 



（7）学生の受入れ募集 

① 課題 

学生募集時、本学での学び方のみならず、就業後の働き方について伝えていくことも重要である。 

 

② 今後の改善方策 

募集活動時、年間行事など、時期における学校生活の過ごし方をイメージできるように説明していく。 

 

③ 特記事項 

自身の学力の特徴を把握させ、また本校も把握するために、入学前に基礎学力テストを実施している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

「檜山委員」 

 自身が働く高齢者施設は、華やかな現場ではない。しかし、高齢者施設に来る実習生も、行事準備などは楽し

そうに実習している。栄養士が勤務する施設には様々な特徴があり、高齢者施設は栄養士が提供する食事が、人

生最後の食事になることもある。在学中に栄養士とは、人の一生に関わる重要な仕事をする職種であることを理

解させて社会に送り出して欲しい。 

 

「町井委員」 

 それぞれの現場には様々な考えを持つ栄養士が勤務しており、個々人においてそれぞれに仕事のやりがいをも

っている。本人が希望しない現場に配属されたとしても、自身でやりがいを見いだせる能力は必要である。現場の

責任者としては、働く者のモチベーション維持のために、やりがいを共に探り、一緒に解決できるように話し合いを実

施するよう努めている。 

 

「堀江委員」 

現在の高等教育現場は、全日制だけでなく、通信制も自由に選択できる時代となっている。進路決定する際は、

その選択理由が何なのか、学費や成績なのか、通学形態なのか、を生徒に認識させておくことが重要と考える。ま

た、退学時には、退学せざるを得ない理由を生徒と共に探り、学校ができることを提示していく。高校生や専門学

校生徒が、日々の生活の中で自身の目的目標を変える事は当然あり得ることで、退学や進路変更する理由や要

因によっては、本人の意思を尊重する必要もある。 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 3 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 



（8）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第２次中期計画（2018 年度～2022 年度）の達成状況等の公開と同時に、第３次中期計画

（2023年度～2027年度）を公開する予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

  特になし 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4 

財務について会計監査が適正に行われているか 4 

財務情報公開の体制整備はできているか 4 



（9）法令等の遵守 

① 課題 

コンプライアンス順守のチェック体制をより適正に管理する必要がある。定期的な社内研修の実施 

 

② 今後の改善方策 

必要に応じて各種会議などを通して、全教職員にコンプライアンスに対する啓蒙を継続的に図る。 

 

③ 特記事項 

  特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 3 

自己評価結果を公開しているか 4 



（10）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

コロナ感染対策も踏まえ、ボランティアなどの地域活動は行えなかった。 

今後、地域貢献活動の再開が必要。 

 

② 今後の改善方策 

公開講座実施については、実施する場合、募集方法のあり方から検討が必要。ホームページ、SNS を通じ

て、広く地域の方、卒業生へ向けて事前告知を行い、参加者の増加と共に社会の貢献性を高める。 

そのほか、地域貢献内容については自治体とも連携して計画実施する。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

  特になし 

  

【評価項目】 （評価＝適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 3 



4. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

① 精神疾患等の理由による休学者が、退学に転じ、高い退学率となった。行事に参加する機会もなく、ま

た、マスク越しでのコミュニケーションなど、様々な制限下で 3 年間という月日を過ごしている生徒が、心の

負荷にならないように配慮した学校運営が必要。 

② カウンセリングルームの設置を行っているが、対応上限数に近づいていることからも、それだけに頼りきら

ないクラス運営を推進していきたい。 

③ 学校運営に関する校務を遂行する際、後進人材育成、共にスキルを向上するという観点も重ねて行う

事が重要である。常に組織改革イメージを持ち、安定した運営組織体系の形成を行う。 

④ 生徒募集については、安定した状況が続いているが、入学相談の際、また入学当初スタートアッププログ

ラム開催時、2年間の学びについての説明を行うことも重要。 

 

「町井委員」 

 生徒支援の一環としてカウンセリングルーム開設をされているとのことであるが、利用者数の増加は気にな

った。また、近年の原材料費高騰が問題となっているため、生徒に影響が出ないような学校運営や授業運

営を行って頂きたい。 

 

「檜山委員」 

 栄養士の仕事が楽しいと思う卒業生を輩出して頂くことが、栄養士業界の離職率低下に繋がる。また、卒

業生が管理栄養士を目指せるよう、管理栄養士受験対策講座の受講生が増加するような仕組み作りを行っ

て頂きたい。 

 

「堀江委員」 

 高等学校の生徒は、栄養士や管理栄養士取得のために何をすればよいのかをイメージすることが不得手

である。ぜひ、高等学校でできる栄養士の学びが体験できるトライアルや、専門学校への進路支援連携を検

討頂きたい。また、通信制高校側としては、生徒が全日制専門学校に入学しても、素早く順応できるような教

育を行っていきたい。 

 

「大友さん」 

 委員の先生に頂いたご意見をもとに 2023 年度も学校運営を行っていきたい。本校はコロナ禍においても、

「技能と心の調和」を教育理念とし、卒業生を社会に送り出してきた。しかし、コロナ禍において、人間性教育

の部分についての教育には限界もあった。コロナ禍が明けた 2023 年度は再度、三幸学園の教育理念と辻

学園の強みを活かした教育を行いたい。そのためには、内勤教員だけでなく、外来講師や校外実習でお世話

になる企業様との連携と協力が必要である。共に社会で求められる人材教育を実施し、辻学園だからできる

卒業生を輩出し続ける学校であり続けたい。 


